「未成年「模擬」参議院議員選挙」実施概要案(○○中学高校版)

2004年6月10日

文責：林　大介(公民・非常勤講師)
≪概要≫

1：有権者ではない19歳以下を対象に、実際の選挙にあわせて、立候補者・政党に対して投票する

2：投票結果は、学校や地域など各地で投票された結果はNPO法人ライツが全国集計し、議員・政党・マスコミなどに届ける
※公表が不可能な場合はこの限りではない

3：政治の場に子ども・若者の声を届けるために、「10代による公開質問状」を各党に送り回答をウェブサイトで公表、党首・幹事長などを訪ねて意見交換を行なう「政党本部探検ツアー」を実施する
※桐朋においては実施しない

≪意義・目的≫

※19歳以下の未来の有権者が模擬選挙を通じて、主体的意思決定を学ぶ！

1：民主主義を支える教育の責任を果たす＝政治を早くから体感させ、将来選挙に行く有権者を育てる
2：政治は面白い＝未来の有権者である中学生にとって、それまで遠い話題であった政治が身近で面白いものとなる
3：地域の新発見＝それまで知らなかった地域の課題、社会的な問題に気づき、考えるきっかけになり、社会参加意識を高める
≪授業プログラム案≫

※林が担当しているクラスの場合

→(1)、(2)、(3)、(4)、(5)、(6)を実施
※林が担当していないクラスの場合(案)

→(2)(2時間確保するのが難しい場合は①②いずれか)、(5)、(6)を実施

＊事前授業

(1)政治に関する基本的事項についての概要説明：1時間

[実施日]　5月31日(月)　※実施済
[内容]

・ポリティカルビンゴ(別紙参照)を使い、生徒が気軽に楽しく学べるようにする

・ビンゴの主な内容(全体の回答あわせの際にそれぞれについて簡単にコメントする)

国会議員に関して…平均年齢、最高年齢、最低年齢、血液型、女性の割合、

政治状況…間近の選挙が何か、最近の投票率(平均値と20代投票率)、国の借金の額、

出生率(少子化と絡めて)、知っている政党名、知っている議員名　　　　　など

(2)各政党の政策を知る：2時間

[実施日]　6月29日(火)、7月1日(木)

[内容]

①各党の政策一覧を配布(新聞記事を活用)し、選挙が実施される背景の説明と主な選挙の争点の説明

必要に応じて各党のマニフェストを回覧

②政見放送を見る(各党9分×5政党)　　※NHKなどで放送されるものを録画

[留意点]

・授業ではあくまでも各政党の政策などの概要説明だけにとどめ、政策の詳細説明などは行なわない

・概要説明は新聞記事を複数活用するなどし、教師自身の主観が入らないようにする

(3)新聞スクラップワーク：家庭学習(宿題)

[実施日]　 課題提示＝6月17日(木)　　 提出＝7月1日(木) 
[内容]

・告示日(6/24)の朝刊および夕刊、その翌日の朝刊などを題材として指定

・「参議院議員選挙」に関する新聞記事を各自選択し、ワークシートを作成する

[留意点]

・新聞スクラップワークは、今回で2回目の実施(1回目は「憲法」をテーマに5月に実施)
・夏休み課題の事前学習となる

(4)その他

・新聞スクラップワークと併せて、家族と参院選について意見交換(何を基準にしてどの政党に投票するのかを決めているのか、今の政治についてどのように感じているのか、など)するように促し、その内容をワークシートに記入するようにする
・参院選に関するマスコミ報道(新聞、テレビ、雑誌)、インターネットを活用しての情報収集などを奨励する

＊投票

(5)投票：1時間

[実施日]　7月5日(月)　※用語テスト終了後

[内容・方法]

・選挙公報や各政党のポスターを黒板に貼り出す　※いずれも林が準備(各政党に交渉済み)
・生徒全員に投票用紙(前回使用したものは別紙参照)を配布する

・各自、教卓に置いた投票箱(段ボール箱などを活用した簡易なもの)に投票する(比例区選挙のみ実施)
[留意点]

・投票用紙は全員に配布するが、投票するかどうかは生徒の判断に任せる

・白票による投票も保障する

・投票行為そのものは成績に反映させないことを説明する
・投票用紙には、個人が特定される事柄を記入させない

・開票結果は、実際の選挙結果が公表されるまでは外部に漏らさない

＊事後授業

(6)模擬選挙のふりかえり：1時間

[実施日]　7月12日(月)

[内容]

・実際の選挙結果の公表

・模擬選挙の結果の公表

・実際の選挙結果との比較や投票しての感想などの意見交換

・夏休みの課題の説明

[留意点]

・誰がどの政党に投票していようと、生徒本人の選択を尊重する

≪模擬選挙を実施することによるメリット≫

・これまで模擬選挙を実践してきている主な学校は高校のため、中学校での実践となると注目されます

・特に関東近県、少なくとも都内の中学校での実践はこれまでほとんどないため、実践可能となるとマスコミの取材の可能性が高まります(すでに、朝日、読売、共同通信の各社から関東近県の中学校での実践取材の依頼が来ていますが、現状では実践する中学がないため断わっています)

→マスコミ取材によって学校名が全国紙などに掲載され、「特色ある学校」として注目される機会が生まれます
※マスコミ取材を受けるかどうかは私(林)自身では判断できませんので、社会科・学年・学校当局(管理職)などの指示に従います

※マスコミ取材そのものを断ることは当然可能です

・生徒の政治に対する意識が高まります

※参考

≪これまでの実践例：学校≫　※NPO法人ライツが把握しているもののみ
東京都立武蔵高校（2003年4月東京都知事選挙/2003年11月衆議院総選挙など　政治経済の授業で）
東京都立板橋高校（2003年11月衆議院総選挙　政治経済の授業で）
新潟市立五十嵐中学校（2000年6月衆議院総選挙/2003年11月衆議院総選挙　公民の授業で）
玉川学園高等部（2003年11月衆議院総選挙　授業で）

芝浦工大柏中学高校（2003年11月衆議院総選挙　全校規模で）

立命館宇治高校（2003年11月衆議院総選挙　政治経済の授業で）
神奈川県川崎市内小学校（2001年10月川崎市長選挙　小学校6年生2クラスで）　　など

≪これまでの実践例：地域≫

東京都町田市長選挙（2002年2月　市民有志が選挙体験プログラム※を開発・実施）

東京都多摩市長選挙（2002年4月　市民有志が選挙体験プログラム※を開発・実施）

　※選挙体験プログラム＝公開質問状、選挙事務所探検隊、公開討論会、模擬投票など

　衆議院総選挙（2003年11月　岐阜県のNPO団体が街頭投票などを実施）

≪これまでの感想（順不同・抜粋）≫

・今まで政治に全然関心がなかったけど、投票することによって、選挙公報を読んだりいい機会になりました。（武蔵高校、17歳）

・投票した後、誰に投票したかみんなと話した。その時思ったのは、親が何党を応援しているかが影響していると思った。２年後に選挙権をもって自分の意志で投票できるように、政治経済をしっかり学んでいきたい。（武蔵高校、17歳）

・今まで全く選挙に関心がありませんでした。しかし、模擬投票をやってから、新聞やテレビを見るようになって、とても気になるようになりました。新聞を読むようになったことに自分で驚いています。
・私は投票しませんでした。今の東京に誰がよいのかよく分からなかったんです。でもこういう模擬投票はとてもよいと思う。いい刺激になる。もう少し政治に関わっていかなくちゃいけないと改めて考えされられた。（武蔵高校、17歳）

・とてもおもしろかった。今まで自分は投票できないし別に関係ないと思っていたが、自分で投票をするとなると、ちゃんと選びたいと思うようになった。私は早く２０才になって本当の投票がしたい。（武蔵高校、17歳）

・迷いましたが、武蔵高校でしかできないすごくいいチャンスだと思い投票することに決めました。とってもいい経験になりました。きっと成人して投票するときに思い出すだろうと思った。（武蔵高校、17歳）

・選挙公報をちゃんと読んだのは今回が初めてだった。今まではどうせ投票できないしって感じで関心もまったくなかった。だから今回のような模擬投票はとても楽しかった。大人の社会に、私たちもちゃんと考えているよっていうのが、少しでも伝わったらうれしい。（武蔵高校、17歳）

・投票は、20歳にならないとできないものだと思っていたのにできて、楽しかった。あと、6年もすると私も、きちんと投票するのでとても待ち遠しいです。（町田市、14歳）

・20歳になって急に投票できると言われても、きっと困惑してしまうと思うので、こういう形でもいいので真剣に考えられる場があると、とても勉強になります。頑張って下さい。（町田市、18歳）

・はじめてだったのでむずかしかった。もう少しわかりやすいパンフレットをよういしてください。（町田市、9歳）

・16歳から働くことはできるので、選挙権があってもいいと思います。なので、正式ではありませんが、参加できて嬉しいです。（町田市）

・選挙は私はまだまだと思っていたので、びっくりしましたが、とてもいい経験になりました。（町田市）

・政治については、よくわからないけれど、大人な達はどうしてこんなにつまらないことをするのか不思議でしょうがない。もっともっと自分の意見をしっかり持った人が政治をしなければ、本当に日本の政治はだめだと思う。（多摩市、15歳）

・20歳になって急に「選挙に参加する」よりこうして事前に経験しておいたほうが、20歳になってからの一票に（対して）色々と考えることが出来ると思いました。（多摩市、17歳）

